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資 料 Short 　Note

1969 年広 島湾 に 異 常発 生 し た 管棲多 毛 類 の 1 種

カ サ ネ カ ン ザ シ に よ る 養殖 カ キ の 被害 に つ い て

荒 　 　川　 　 好 　 　満

　 （広島 県水 産試験場）

Notes　 on 　a　Serious　Damage 　to　Cultured　Oyster　Crops　in　Hiroshima

　caused 　by　a　Unique 　and 　Unprecedented　Outbreak　of 　a　Serpulid

　　　　　　Worm ，
　Hydroides　noiTegica （GuNNERus ）in　1969

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 Kohman 　 Y ．　 ARAKAwA

（Hiroshima 　Fisheries　Experimental 　Station，
　Tomokura ，

　Ondo ．cho ，　Aki −gun ，　Hiroshima ）

　　　　　　　　 （挿図 Text−figs．1−2 ； 図版 Plate　 9； 表 Tables 　 1−3）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　　It　is　 well 　known 　thaし several 　 mudworm ，　 Polydora　（Polychaetous　annelids ） often 　 causes

aserlous 　 damage 　to　cultured 　 bivalves，　 such 　 as 　 oysters 　 and 　pearl 　 oysters ．

　　During 　the　autumn 　of　1969，
　a　serpulid 　wQrm ，

　Hydroides　norvegica （GUNNERus ），　outbroke

in　 oyster 　beds 　located　 along 　the 　 coastal 　 areas 　of　Hiroshima 　Bay 　and 　the 　 vicinities （Text −fig．

2）． More 　than 　6，000　rafts 　 of 　the　oyster （Crassostrea　gigas （THuNBERG ）） cultured 　ln　these

areas 　 were 　totally 　damaged 　 by　 bitter　 competitio 旦 with 　 the 　 serpulid 　 worms 　 for　 food 　 as 　 well

as 　for　space （Plate　 9）．

　　The 　 1969 　 cultured 　oyster 　crops 　in　Hiroshima 　Bay 　are 　estimated 　 to　 be　 63％ of 　 the 　 average

crops （32 ，
000　metric 　tons 　in　flesh　weight ），and 　the 　total 　damage 　on 　the 　1969 　crops 　is　estimated

to　 be　 about 　￥ 3，000，000，000，　 due　 to　 this　 unique 　 and 　 unprecedented 　 outbreak 　of 　 the　 serpulid

worm ．

　あ る種 の 多毛類は ，
カ キ の 貝 殻に 穿孔 し て 著 し い 被害を 与え る こ とが あ る の で ， 豪州付

近 で は ， 養蠣 家 の あい だ で
“ Polychaete　pests

”

と呼ぼ れ て 忌み 嫌わ れて い る 。 従来 の 研

究 に よれ ば ， 多毛類 で カ キ を 侵す の は ，
1％砂伽 7α 類が キ で ， ご くまれ な 例 と し て Eunice

（イ ソ メ ）類に よ る害 も報 告 され て い る （CHENG ，
1967）。

　1969 年 秋 ，
広 島湾沿岸 の カ キ 養殖場 を 中心 に 起 っ た カ サ ネ カ ン ザ シ 　・Hydrnt

’
des　 nor −

vegica （GuNNERus ）（カ ソ ザ シ ゴ カ イ科 Serpulidae） の 異 常増 殖 tc よ る被 害は ， こ れ ま

で の 記 録 に な い 異 例 の 出来 事 で ， 県
．
ドの カ キ養殖筏 の 60％ ちか く （約 6 ， 000 台） が被害

を うけ ， 損 害額は 約 30 億円 に も の ぼ る も の と推定 され る 。

　被害 の 範 囲や規模 の 大 き さ もさる こ となが ら，
こ れ ま で ，

カ キ 養殖上 と りた て て 問題 に

され なか っ た 管棲 多毛 類 の 1 種 が加 害 の 主役を 演 じて い る点 で ， きわ め て 珍 らし い 事例 と

い え る 。 こ こ で は ，
こ れ まで に 得た 資料や 情 報を も とに 被 害 の 概 況を 誌し ，参 考 に 資 し た
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い と思 う。

1．　 カ キ を侵 す 多毛類 とそ の 加 害作 用

　Polydora　ma（ス ピ ォ 科 Spionidae）の 種類 は い ずれ も酸を 分泌 し て 貝殻 に 穿孔 す る の で ，

一応 有害視 され て は い る もの の ， カ キ に 対す る影 響は
，

ア コ ヤ ガ イ な ど の 場 合ほ ど明確 で

は な く， 研 究 者 の 間 で も意 見は 区 々 で あ る。LuNz （1941）や LoOSANoFF 　and 　ENGLE

（1943） らは
，
Polydora は カ キ 轂 に 穿孔 す る こ とは あ っ て も ， 厳 密 に は 寄生 と は い え な い

の で ， 軟体 の 成 長や 健康 に は 影響し な い と主 張 し て お り，

一 方 ，
WHITELEGE （1890）・

ROuGHLEY （1925） お よ び GALTSoFF （1964） らは ，
こ れ らに よ る カ キ の 生 育 低 ドや 大

量 へ い 死 の 例を あげ て ，そ の 害を 訴 えて い る 。

　カ キ と カ サ ネ カ ン ザ シ （カ ソ ザ シ ゴ カ イ 類）の 関係 は ， 明 らか に 後者 の 異常増 殖 に よ る

餌料 お よ び 生活空 間 の 競 合 （competition ） と解 され ， ム ラ サ キ イ ガ イ ・ホ ヤ 類 な ど ，
カ

キ 養 殖筏 を と りま く生物 群集 の 中で ，棲み 場 や 生 態 的地 位 を 同 じ くす る もの 同志 の 問 で
，

し ば し ぽ 見 られ る 関係 で あ る 。 カ サ ネ カ ン ザ シ の 場 合 ， 平年 は 発生 も小規模 で ，
カ キ 養殖

上 ほ と ん ど問題 とは な らな い が ，
ご くま れ に

，
こ の た び の よ うな 大規 模な 異 常増殖 の 年に

は ，深 刻 な 競合 関係 に お ち い っ て ， カ キ の 生 育を 阻 害す る ば か りで な く，周 りを 厚 く覆 っ

て 海 水 の 流 通 を 妨げ ， 大 量 へ い 死 を ひ き起す 原因 とな る。

2．　 カサ ネ カ ン ザ シ 異常 発生 の 範 囲な らび に 経過

　1969 年 10 月 ， 広 島 県下 の 主 要 カ キ 養殖場 を 調 査 の 結果 ， カ サ ネ カ ン ザ シ の 被 害 は ，

ジ 　 ゴ ゼ ン 　 　 イ ツ カ イ チ 　 　 ク サ ツ 　 　 カ イ 　 タ

地 御前 ・五 日市 ・草津 ・海 田 な ど広 島湾 沿岸域 を 中心 に ， 西 は 大野 瀬戸 （大野 ・ 廿 日市）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミズ シリ　 ア ノノワ　 ヨシウ フ 　 コP ウ

か ら ， 朿 は 呉水道 （水 尻 ・天 応 ・吉 捕 ・小 用） に い た る 内湾的 性 格 の 強 い 沿岸 部養 殖場 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ　 タ カ 　 　 　 　s

主 に 発生 し ， さ らに
， 南は 深江付 近 に も被 害が お よ ん で い た 。

10 月 中旬 以降 ，
三 高，江

タ 　 シ t 　 　 　 ；1 ・P マ

山 島，似 島 な ど島嶼部養殖場 で 散 発的に 発生 し た が， これ に よ る 被 害は軽微で
， む し ろ ，

一部 で は カ ソ ザ シ 以 外 の ヒ ラ ム シ 類 あ る い は 環境 の 悪 変 が 原 因 と思 わ れ る 被 害 が 目立 っ

た 。

一方 ， 沖 合水 の 影 響 の っ よ い 音戸 ・倉 橋 以東 の 東 部養 殖揚 や ， 島嶼 部 の 大 部分 の 漁 場

で は
， 異常発 生 の 兆候は 認 め られ な か っ た （Text−fig．2）。

　 こ の よ うな カ サ ネ カ ン ザ シ の 分 布は ， こ れ に 先 行し て 広 島湾沿岸 を お そ っ た赤潮 （有色

鞭毛 虫綱 ， 緑 虫 目に 属す る原 生動 物 Protoeutreptia　 rzthicauda 　 HADA （羽 出 ，
1970））の

分布 と も
一

致 す る よ うで あ る
。

　垂 直分 布を 見 る と，0〜9m 以深 に わ た っ て 付着 が 見 られ た が ，
こ の うち 4〜6m 層が 最

も多 く， つ い で 0〜3m 層，7〜9m 層の 順 に 付着量 が 減 る 傾 向を 示 した 。

　ま た
，

10 月 中旬か ら 12 月 中旬 へ か け て の 広 島湾 内に お け る カ サ ネ カ ン ザ シ の 付着変

動 を 見 る と ，
Table 　1 に 示 す とお り，

10 月中旬 か ら 11 月中旬 ま で の 期 間に 著 し く減少

し て い る こ とが分 る。

　な お
，

カ サ ネ カ ン ザ シ の 発 生は ， 広 島地 方ぽか りで な く， 和歌 山 ・愛媛 ・大分 な ど瀬 戸

内海 沿岸 各地 で 目立 っ て お り，
こ とに 愛 媛県沿岸 で は ，　 同年 7 月下 旬か ら 9 月上 旬 に は

北 部 の 八 幡 浜か ら高知 宿毛 湾に か け て 例年 に な い 異 常繁殖 が 見 られ た と い う。 こ こ で も

赤潮 （Peridinizam　sp ．，9 月下 旬〜10 月 下 旬，八 幡 浜南宇和海） と カ ン ザ シ の 分布が ， ほ

ぼ重複 し て い る点 が 指摘 され て い る 。
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ARAKAWA ： Damage 　 to　 Cultured 　 Oyster 　 by　 Serpulid 　Worm

　 　 　 　 　 　 　
一一一 一St．

Text ・fig．1．　 Biomass 　of　the 　serpulid 　 worm ，　 H ．

　 norv 　eg 　ica，　in　various 　oyster 　beds 　located　along

　 the 　the　coast 　of　Kure 　Strait　to　Hiroshima

　 Bay ． （We し weight 　 of 　 serpulids （gr）／oyster

　 block ），

　呉
一広 島沿岸の 主 要カ キ 養殖場 に お け る カ ソ ザ ツ

　付着量 （〔1）吉浦 ，（3）金輪島 ， （5）似島 ， （9）草津
　（1  五 日市 ，  地御 前）。

77

Text・血g． 2．　 Distribution 　of 　the　unusual

　 occurrence 　 of 　 the 　 serpulid 　 worm ，　 H ．

　％ oγ解 gづc α ， in　 Hiroshima 　Bay 　 and 　adja −

　 cent 　areas ．

　 カ サ ネ カ ソ ザ シ の 異 常 発 生 水 域 　 1969 　年

　 12 月）。

　　Table　1．1969 年秋 の 広島湾沿岸 （五 日市 地先）に お け る カ サ ネ カ γ ザ シ の 付着変動

　　　　　Fluctuation　 in　number 　of 　young 　 serpulid 　worm ， （H ．norvegica ） settled 　 on 　the

　　　　　test　collector 　 immersed 　at 　the 　depth　 of 　 sm 　 at 　the 　coastal 　 station 　 of 　 Hiroshima

　　　　　Bay 　in　late　 autumn 　 of 　1969。 （NQ。　 of 　worms ／cm2 ／decade ）．
．一一．．

　　　　　　　　　　 1
．．…

　
．．．−
1
．

　　　 付着 器 i「夜≦野す苻者薮　　　　
ド

　
．

　
一．．

　　　　　　　　　　　　 　

　　
期

　
間

　
日 数

「 衾
．

面 1 裏 朔 評
．．

∵
黻 （コ ／cm2 ）

・969 ．・ X ．・5− ・．24 　 ・ ・ ． ・69．・ ・

．

［

　　　菱讖 昂 s　18，　 11：：：
　 　 　 XI．14− XI．24　　 　 　10　　 　…　 　 3．9

　　　xL 　24 − xl ・ ・9 2514 ・・
1

（注）　 L 　 広 島 市採 苗場 の 資 料 に よ る b

　 2．　 テ ス トパ ネ ル と し て ，平均 32．5cm2 の イ タ ヤ ガ イ 左 殻 を 便 用

　 3． パ ネ ル の 浸 漬 層 は 水 深 5m

133．2 コ

57．737

．030

．024

．3

302 ．5 コ 　　　　　　　　4．7　コ

151．0 　 　 　 　 　 　 2．4

55．8　 　　　 　　　 0，9

33．9　 　　　 　　　 0．5

29，1　　　1　　　　　　0．5
　 　 　 　 ．．L−．

　　　　　　　　　　　　　　 3．　 被害 の 規模 な らびに 概算

　カ サ ネ カ ソ ザ シ の 異常発生 で 被害を 蒙 っ た 養殖場 は ， お よそ 60％ に あた る 6， 000 台 に

も上 っ た と報 じ られ て い る 。 昭和 44 養殖年 度 の 被害 発生 水域 に お け る予 想作 柄 は ， 平年

の 20 （最低） か ら 80％ （最高） 程 度で ，生 産 は 当初見込 み （剥身重 吊 32，000 ト ン ） の

ほ ぼ 63％ に あた る 20
，
000 ト ン 前後に 減産 が 見込 まれ ， 被害額 は 25− 30 億 Frに も達 し

た と推 定 され て い る 。
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　44 年 10 月 中旬 頃の 調 査 で は ， カ ン ザ シ 異 常発生 漁場 と非 発生 漁場 とで は ， カ キ の 肉重

量 剥 身 で 約 20％ の ひ らきが あ り （Table −2）， 競 合に よ る成 長阻 害 の 徴候 が認 め られ た 。

同 様に 死 亡 率に つ い て も，発生 漁場 で 平均 19．0
， 非発 生 漁 場 で 6．2％ と，か な り の ひ ら き

が あ っ た （表
一3）。 し か し ， カ サ ネ カ ン ザ シ の 付着量 とカ キ の 死 亡 率 の 間に ，相 関が 認 め ら

れ ない の で ，
こ の 点 に つ い て は 再検討 の 余地 が あ る （広 島県水 産 試験場 資 料 ，

1969．10．17

に よ る）。

　さ ら に ，
12 月上 旬の 調査 に よ れぽ

， 異常 発生漁 場 で は
，

カ サ ネ カ ン ザ シ の 成 長 阻 害が

原 因 と思わ れ る カ キ 生 産の 後れ は ， 地 域 に よ っ て 多少 の 差 は あ るが ，
1〜3 ヵ 月 に もお よ

Table 　2・カ サ ネ カ ソ ザ シ 異 常発生漁揚 と非 発生漁場 に お け
‘
る カ キ 成 育 の 比較

　 　 Co皿 peting 　effects 　 of 　the　 serpulid 　 worm ，　 H ．　 norvegica ，　 on 　the　growth．rate 　of

　 　 cultured 　 oysters （Oct ，1969） （Wet 　 weight （gr）／oyster ）．

lx：　　　 分 　　　　養　　殖　　場 　
．
　平 均 肉量量 （gr／コ ）　1　総平均重量 （gr／コ ）

非 発 生 漁 場

発　生 　漁 　場

響
・

曇　 ヨ…
似 　 島   副… il ｝ ・ ・

天

小

応

用

　 　坂

五 　 日　 rli

地 　御 　前

1．01

。31
．51

．41

．2

1
ー

1、3

Table　3．カ サ ネ カ ン ザ シ 異 常発 生漁場 と非発生漁 場 の カ キ 死 亡 率 の 比 較

　　 Mortality 　of 　 cultured 　 oysters 　caused 　by 　a 　 severe 　competition 　with 　the 　 serpulid

　　 worm ，　 U ．η 07 槻 gゴo α （Oc し 1969）．

堕 一
分

． i 養 瓱
一．一

剃 平均 ・・亡 初 1
． …剛

蘚 均死 ・ 率 （・）

非 発 生 漁 場

異 常 発 生 漁 場

江 　田 　島 　　　 1

音　　　戸

似　　　島 （深浦）

4．46

．67

．7 ー 6．2

応

用

　
市

前

　

　

坂

口

御

天

小

　
五

地

3L 　95

．410

．38

．139

．4

1
ー

19．0

び
， 死 亡 率 は 最高 60％ ， 平 均 40％ に も達 し て い る （広 島県 水 産 課資料 1969．12 に よ る）。

4．　 異 常発生原 因 な らび に 発 生時 期

　
一

説 に ，
カ サ ネ カ ソ ザ シ の 大 発生 は ， 広島地 方 で は

，
50 年周 期 で 起 る異 常現 象 とい わ れ

る が （朝 日新 聞 1969．11．28）， これ に つ い て 確 か な記 録 や 根 拠が あ る わ け で は な い 。 し

か し ，1969 年 の 異常 発生 に 先立 つ 数年 ， あ る い は そ れ 以前 よ り， 海 田 湾や 五 日 市地 先 の

一一・M9の 沿岸養殖場 で は ，あ る種 の カ ソ ザ シ ゴ カ イ 類 の 異常 増殖 に 悩ま され て い た 形跡 が あ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The malacological society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　malaoologloal 　soolety 　of 　Japan

ARAKAWA ：Damage 　to　Cultured　Oyster 　by　Serpulid　Worm 79

る 。 た だ，被 害が 小規 模 で 局 部的な 範囲に と ど ま っ て い た た め
，

こ れ ま で 大 き くと りあげ

られ な か っ た 。

　カ ン ザ シ ゴ カ イ 類 の 付着 ・生 育に 適 し た 環 境 は ， 低 鹹，低透 明度 で ， 潮流 の ゆ るや か な

内湾 的性 格 の 強 い 水域 と い わ れ るが （梶 原，1964）， 今回 広島 で 見 られた 異常 発生 の 直接 の

原 因や 機構に つ い て は 未だ分 っ て い な い
。 た だ ， 推 測 の 域を 出 な い が ，

こ の 夏，広 島湾 沿

岸 を お そ っ た 赤 潮 の 発 生 分布 と ，
ひ きつ づ い て 発生 し た カ サ ネ カ ソ ザ シ の 分 布域 が ， ほ ぼ

重複 し て い る 点 か ら考 え て ， 両 者 の 異常 増殖 を 促 す よ うな ， あ る 共通 の 要 因が 作用 し た 疑 い

が 濃 い 。 最近 ， 徳 山 湾を 巾心 とす る赤潮 の 発 生機構 に つ い て の 研 究か ら ， 赤潮 の 発生 と海

水 中 の N や P の 収 支や あ る種 の ビ タ ミ ソ 類 と の 相 関が 明 らか に され て お り，
こ れ らの 事

実 は
，

カ サ ネ カ ソ ザ シ の 異常 発生 機構 を 解明 す る上 で
， 有 力な 暗示 を 学え る もの で あ る 。

　 カ サ ネ カ ソ ザ シ の 異 常発 生 の 始 っ た 時期 に つ い て は ， 関 係者 の 間 で も意 見に 喰 い 違 い が

あ るが ， 地 域 に よ っ て 多少 の 幅が あ る の は ， む し ろ 当然 で あ ろ う。
こ の た び の 異常 発生 の

中心 と な っ た 佐 伯郡 五 日 市町 地 先 で は ， 異 常発 生に 気付 い た の が 9 月 10〜15 日頃 で ，
9

月 下 旬頃 に は 最 高潮 に 達 し ，以後 10 月
一

杯 付着 が続 い た と報告 され て い る 。 また ， 廿 日

市 町 地 御 前地 先 の 養 殖場 で は ，9 月 3 日以前 に 同地 先か ら広 島湾外 の 大 黒 神島 （カ キ 養 殖

場 とし て は ， 県下 で も， も っ と も沖 合性 の 場 所で ， カ サ ネ カ ン ザ シ の 自然 繁殖 に は 適 し な

い 海域） へ 移殖 し た 2 年生 カ キ （フ ル セ ） に は ， カ サ ネ カ ン ザ シ の 付着 生 育は 認 め なか っ

た が ， 6H 以 後に ， 同漁場 へ 移 し た もの に は 夥 し い 付着が 見 られ た 。 こ の 事実は ， 少 くと

も地 御 前地 先で は
，

カ サ ネ カ ン ザ シ の 異 常発 生 は 9 月上 旬 頃か ら始 っ た こ とを 暗 示 し て い

る。 因み に
， 同地 先 で 赤潮 の 発生 が 認 め ら れ た の は ，

8 月 20 日 頃で ， そ の 終 息 は 9 月 15

日 （当 日 15m ／sec 西 風 ）頃 で あ っ た 。

　　　　　　　　　　　　　　 5． 駆除 対策 と そ の 効 果

　カ サ ネ カ ン ザ シ に よ る養殖 カ キ の 被害を 食い 止 th る た め ，考 え 得 るあ り とあ らゆ る方法

が試 み られ た が ， 効果的 な 方法は ， 未だ見 出され て い な い
。 次 に その 主 な もの を 紹 介す

る 。

　1） 焼 却 ： 主 と し て ム ラ サ キ イ ガ イ な ど の 駆 除 の た め ，広 島地 方で 一般 に 行 なわ れ て い

る。 カ キ 船 の デ リ ッ ク で 吊 り上 げ た 養殖連 を 覆 っ て い る 付着 生 物 を ，

バ ーナ ーで 焙 っ て 焼

き殺 す 方法 。 カ キは ，
カ サ ネ カ ン ザ シ や ム ラ サ キ イ ガ イ な ど に くら べ て 殻 が 厚 く ， し か も

密 閉で きる の で ， か な りの 高熱に も耐え る 。 こ の 差を 利用 し て
，

カ キ を傷 め な い よ う火 力

を 加 減し な が ら焙 る。
一

般 に 火焔 処 理 後の カ キ は ， 目立 っ て 成 育が よ い と い わ れ る が ， こ

れ が 高熱に よ る 刺激 の た め か ，付着 生 物の 駆 除効果 な の か は 明 らか で な い
。 た だ し ， こ の

方法 は ， 連 の 水 分が よ く脱 け て い な い と余 り効果 が な い 。

　2） 乾燥 ： 養殖連 を空気 中に 曝 し て 日干 し に す る も の で
， 特 別 な 器具 や設 備 を 要 し な

い
。

カ キ は
，

ム ラ サ キ イ ガ イや カ ソ ザ シ ・ホ ヤ 類 に くらべ て 乾燥 に対 す る 抵抗 が 強 い
。 そ

の 差 を利用 し て ， 乾燥時 間を 加 減 し なが ら処理 す る 。 し か し ， 乾燥 の た め に は ， 風 の ある

晴天 の 日で も ， 半 日以上 （普通 1 〜 2 日間） も連 を 寝か さ な げ れ ば効果 が な く，
か な りの

空 間を 要 し
，

し か も落 ち ガ キ に よ る損失 も少 くな い 。草津 ・ 五 日 市 な ど
一部 の 養 殖場 で 試

み られ，か な りよ い 成績を 収 め た 。

　3） 掻 き落 し ： カ キ船の デ リ ッ ク に 鉤 の つ い た 横木を 取 り付け ， そ こ か ら 14〜5 本 の カ

キ 養殖連を 垂 下 し ，徐 々 に 引 き上 げ なが ら ，
5〜6 人 で ， い っ せ い に ワ イ ヤ ・ブ ラ ッ シ で カ
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ン ザ シ を こ す り落す 方法 。 仕 事が丹 念 な の で ， 駆除効果 も大 きい が
，

か な りの 手 間 と時 間

を食 うこ とや掻 き落 され た 虫が ， 海 中 で 再 繁殖 す る恐 れ があ るな ど の 点 で 難が ある 。

　4）　振 り落 し ： 70P ほ ど の 大型 カ キ船 で ， 被 害の 出た 養殖 筏 （直列 に 2 台）を 曳航 し ，

全 速 力で 約 3 時 間 ほ ど沖合を 走 る と
， 筏か ら垂 下 され た 連 に 加 わ る 摩擦 で カ ン ザ シ が 脱 落

す る 。 佐 伯郡 地 御 前 ・五 凵市 な ど で 試 み られ た が ， こ の 方法 で は ， カ ン ザ シ 棲管 の 先端 の

方だ けが 落 ち て
， 虫休は ， 残 っ た 根元 の 部 分 に 引込 ん で 再 生 し ， 再 生部 分 は 殻が 肥 厚 し

て ， 以後 は 多少 の 力 で は 落 ち に くくな る と い う。

　5）　洗い 落 し ： 真珠 養殖 業者や 魚類 養殖 業者 の あい だ で ，養殖用 ポ ケ ッ ト籠や 小割 生簀

網 な どの 付着 物掃 除に 用 い られ て い る い わ ゆ る
“
網 洗條機

”

を 利用す る 方法 で あ る 。
こ れ

は
， 常用 圧 力 28kg ／cm2 前後 の 動 力噴 霧機 に ょ り，空中 に 吊 り Eげ た 養殖 連 の 周囲 を 被

覆 し た カ ソ ザ シ に 高圧 の ジ ェ ッ ト水流 を 吹 きつ け る方 法 で ある 。 こ れ で も ，
や は り，棲管

の 先 端の 遊離 部分 だ けが 落ちや す く， 虫 体 は 根 元の 部分 へ 引 き込 ん で
， 再生す る場 合が 多

く， また
， 飛 ば され た 虫 も海 中 で 再 繁殖 す る懸念 が ある 。
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図 版 Plate．9

　 カ サ ネ カ ン ザ シ の 異常増 殖 に よ る養殖 カ キ の
．
被害

Damaged 　 cultured 　 oysters 　 caused 　by　a 　severe 　competition 　with 　the 　serpulid 　worm ，

H ．norvegica ・

A ．カ ン ザ シ の 付着 し て い な い 正 常な養 殖連 。

　　Cultured 　oyster 　blocks 　 unattached 　with 　fouling　orgallisms ．

B ． カ ソ ザ シ に 覆 い つ く さ れ て い る カ キ 養殖連．

　　 Cultured　 oyster 　blocks 　thickly 　coated 　with 　the　serpulid 　 worms ．

C ． B の ク 卩
一ズ ・

ア ツ プ．　 Same 　 as 　B ・

1｝．A の ク P 一ズ 。ア ッ プ．　 Same 　as 　A ．

E ． イ タ ヤ ガ イ 貝殻 に 付着し た カ サ ネ カ ソ ザ シ ．

　　Serpulid 　worms 　settled 　 on 　the　shell 　of　a　scallop ，　Pacten 　 albicans ．
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